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　1．はじめに

　昭和58年10月24日から28日まで，表記の技術集会

が中国の北京市人民大会堂で開催された．この集会は，

WMOの主催により開催された集会で，WMO第皿／第

V地区（アジアと南西太平洋地域）の気象センターにお

ける最近の天気予報技術について発表・討論を行い，

WMOに対して勧告を行い，各国の今後の天気予報技

術の向上のために寄与することを目的としている．集会

は次の6つのトピックを扱うセッションにより構成され

た；（1）Concepts　fbr　the　Organization　of　a　Modem

Weather　Forecasting　Facility，（2）Methods　of　Su血ce

andUpPerAirAnalysis，（3）Meth・ds・fN・w－casting

and　Very－short－range　Forecasts，（4）Methods　fbr　Veri－

i五cation　and　Modi丘cation　of　NWP　Products，（5）Im－

pact　of　Model　Interpretation　Methods　on　Operational

lForecasting，（6）Requirements　fbr　Observational　Data．

このうち，特に（1），（3），（5）に重点が置かれた．

　WMOが指定した7力国（日本，中国，インド，オー・

ストラリア，ニュージーランドの他アメリカ，西ドイツ

も含む）の代表者13名が用意した20編のレビューや論文

を発表し，上記2地区内の30名以上の参加者と中国の関

係者による質疑応答が行われた．日本からは気象庁電子

計算室の山岸米二郎氏（セッション1と3）と筆者（セ

ッション5）が参加した．

　各セッションの発表終了後，パネル・ディスカッショ

ンが行われ，最新の予報技術の内容やそれを上記2地区

に適用する際に生じる技術・財政上の問題を中心に討論

がなされ，WMOに対する勧告も含めた報告書が作成

された．ここでは，集会での議論の概要と筆者が受けた

印象について報告したい．この技術集会で発表された論

文・レビューとパネル・ディスカッションの報告をまと

めたものがWMOから発刊されているので，詳細を知

りたい方はそちらを参照されたい．

＊Masanobu　Hirasawa，気象庁予報課．
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　2．各セッションの内容

　（1）天気予報のための最新の設備構成のあり方

　西ドイツのMohrは，最新の設備構成のためのsyste－

maticな方法論を展開し』先進国型，発展途上国型それ

ぞれのシステム設計の例を示した．内容がやや抽象的で

あったが，システム設計をするとぎの指針としては有効

と思われた．

　オーストラリアのLoveは，州や地方程度を対象とす

る（regiona1）天気予報のための設備について各ti血e

scaleの予報毎に述べた．また，National　Meteorological

Center（NMC）を通してのWWWの役割についても
発表した．

　山岸は，具体例として気象庁の解析予報中枢め一つで

ある電子計算室で行っている客観解析と数値予報の現状

を示した．

　アメリカのBonnerは，NMC　Washingtonの組織と

活動について示した．

　パネル・ディスカッションでは，Global　Telecom－

munication　System（GTS）などの通信網のより効果的

な利用や気象衛星によるデータの収集・配信の有効性お

よび最新設備を確立するためのtrainingcourse等の

必要性が指摘された．また，Regional　Meteorolog圭cal

Center（R．MC）から各国のNMCへより多くの情報を

与えてほしいという要望があった．

　（2）地球表面および上層の（気象）解析方法

　Love，BonnerおよびインドのDattaは，それぞれオ

ーストラリアのNMCとRMC，アメリカのNMCお

よびインドのRMCで用いられている解析方法につい
て説明した．

　容ネル・ディスカッションでは，熱帯地方における解
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析の問題にもっと注意を払う必要があるとか，ルーチン

の解析schemeを開発するための情報や，数値モデル格

子点の解析・予測値のデータがよりtimelyに得られる

ような通信網の改善の必要性などが指摘された．

　（3）実況速報および短時間予報の方法

　Loveは，短時間予報のためのシステム構想について

論じた．

　山岸は，まず短時間予報に関して現在提案されている．

各国のシステムと方法について述べ，次に気象庁で行わ

れているAMeDASやdigitized　radar　echo　dataを用

いた予報実験やVery価e－meshモデルの予報結果を示

した．日本のアメダスやレーダー観測網の充実は各国の

注目を集めた．このようなシステムが可能なのも，国が

あまり大きくなく，人口が密集し，高度な科学技術が発

達している日本だからだろう．

　中国のZhongは，都市（広州）におけるseverestorm

の短時間予報法を示したが，人間の労力をかなり要する

方法であった．

　中国のYanは，湖南省における大雨とsevere　storm

のnow－casting実験について発表した．

　パネル・ディスカッションでは，短時間予報は迅速な

データ処理と情報の作成・伝達を必要とし，自動化され

たシステムの導入は高価なので，当面は第豆／第V地区

の多くの国ではsu切ectiveな方法になることが指摘され

た．また，短蒋間予報を実施する国では，テレビ・ラジ

オ局と協力してすぐに予報がuserに伝わるような体制

が必要だと述べている．

　（4）数値予報結果の検証と補正方法

　Dattaは，インドにおける数値予報の開発状況を説明

し，予報結果の評価を行い，系統的誤差の補正法につい

て述べた．

　ニュージーランドのGordonは，自国の解析・予報シ

ステムと数値予報プ・ダクトについて説明し，検証結果

も示した．

　中国のYongdiは，幾つかの方法により主に500mb

高度場の精度検証結果を示し，3つの統計的補正方法に

よる精度改善の結果を比較した．

　中国のShengmingは，格子点の500mb予想高度デ

ータを用いて，PPM法などによる一週間先までの毎日

の降水確率（PoP）予報の結果を示した．

　パネル・ディスカッションでは，数値予報において熱

帯地方の扱いにもっと工夫が必要なこと，ヨーロッパ中

期予報センターのプロダクトの評価が高いこと，統計的
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処理による精度の検証だけでなくcase　study．による詳

細な比較も必要であること，統計的補正法が有効な場合

があることなどが指摘され允．ま』た，数値予報の開発と

利用などに関する訓練ゴースを持つ必要があるとか，小

国でもIimited　area　mode1が使えるようworld　center

がモデル対象領域の境界値を送ってほしいという要望な

どが出された．

　（5）数値予報結果の翻訳手法の天気予報への適用

　Gordonは，統計的翻訳手法の解説を行った．アメリ

カのPoPの検証結果を引用し，今後の精度向上は短時

間予報の場合mesoscaleの現象に着目する必要があり，

medium－rangeの場合はsynopticな数値モデルでも達

成可能とした．

　筆者は，気象庁でルーチン的に利用されている統計的・

翻訳手法と検証結果を示し，気象現象のメカニズムを充

分考慮した有効な予測因子を導入することの重要性を強

調した．

　Dattaは，インドで行われているsu切ectiveな翻訳手

法について説明した．

　Bonnerは，アメリカで行われている客観的翻訳手法

について発表した．予測要素の種類の多様さ，ガイダン

スに基づいた客観的予報文の作成，毎年のガイダンスを

きちんと評価している点などが注目された．

　中国のShichengは，東北区吉林省で開発されたM－

OS予報の結果を示した．予測因子の値は，数値予報プ

ロダクトの予想図から読みとって求められた．

　パネル・ディスカッションでは，技術的問題の検討の

他に，WMCやRMCが数値予報の格子点値を送って

ほしいという要望が出された．

　（6）観測データの必要とされる条件

　中国のDongxianは，数値予報を行うのに必要な観測

データの精度の条イトについて発表した．

　Mohrは，観測データの必要条件と北大西洋のcomr

Posite　observing　system計画について述べた．

　パネル・ディ，スカッションでは，財政事情が厳しい中

で，観測の量・質の向上をめざすにはどうしたらよいか

討論された．また，得られた観測データを有効に利用す

るために，通信網のグレードアップや気象衛星の利用な

ども行うべきだという意見なども出された．

　3．技術集会全体の印象

　週間予報までの天気予報技術に関する上記のように広

範囲なトピックスについて，5日間で数少ない人数で討

、天気”31．3ポ



天気予報技術に関するWMO第皿／第V地区技術集会に出席して

議したことからわかるように，この集会は最先端の予報

技術について深く掘り下げて話し合う目的の集会ではな

かった．また，training　semi“arでもなかった．

　参加各国の予報技術や利用できる気象観測機器，通信

手段，電子計算機などのレベルが国によってかなり異な

るため，各国が直面している課題に大きな違いがみられ

た．一般に先進国では最新の設備を用いていかに予報技

術を向上させるかが強い関心事であったが，発展途上国

では同地域内のRMCから数値予報結果の格子点値を

送ってほしいとか，観測・通信網や計算機の整備・向上

やtraining　courseの必要性など，より基本的で切実な

問題点が指摘された．ζのため，質疑応答やパネル・デ
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イスカッションにおいて議論がかみ合わないことが時々

みられた．ディスカッションの報告では，いろんな国の

雑多な意見が調整され，とりまとめられた．

　このようにやや総花的で徹底さに欠けた集会ではあっ

たが，この種の技術集会がたまにしか開催されない実情

を考えれぽ，ある程度止むを得ないだろう．また・浅い

ながら予報技術に関する最新の知識に触れることがで

き，有意義な集会であった．集会の運営にあたってホス

ト役を熱意をもって勤められた中国国家気象局の方々の

努備弗充実した5・磯過サ荘麿きたこ
とを識後に鋤て鍵たい・　㌧　』
　　，
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